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近似分数の分母に“＋6型の数が無限に
多く現われる超越数について

岡 野 武

§1． 序
まず，実数αの近似分数を少/9,‘ とする．次のことはよく知られてい

る． ‘ほとんどすべての実数αについて， α≧2， 0≦6≦α－1を象たす任意
の整数α’ 6に対して, 9"=6(mod") となる〃が無限に多く存在する･ '
[5］において，上の条件をゑたすαを実際に構成し，それらすべてから
成る集合が非可算集合であることを示した． この小論では上の条件を染た
すαのうち，特に超越数であるものを構成する．

§2． 記号の定義
(Aq(r))は自然数を一定の順序で並べた数列であるとし，次のように定

める．

(A2(1))=(1, 1, 2, 1)
(A"(y))=(c"(J), 1, ",Q"(J), ",Q"(J),…, ", Q"(J),P"(J))
（(α，／)羊(2， 1)）

ここで, (P"(J))-は1またはαの素因数の積から成る数列とする. (A"(J))
に含まれる元の個数を力(α，f）で表す． また, Cq(r)とQ"(r)を定めるた
めに次のような実数αを考察する．

α＝[0， ＊，…, *,Ay),A"('), *,…］
(A"(/))の各項に対応するαの近似分数の分母を初項から順に次のように
おく．

q'(｡'r),…, 9兆分）
ここで, 9郷/)）はαと互いに素であるとする. (A"(J))から(Pq(J))を
除いた(A｡(J))の末項に対応するαの近似分数の分母がαと互いに素の
とき，
{P"(/)}=j

であるとする． また，
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いくα7J)=Cq,(･f》蝋")+蝋",)-'=1 (mod")
Q"(/)=9"") (modLz)

であると定める． さらに，

｛“(α'')，…， 9銘")}＝{0， 1，…, zz-1} (mod")
であるとする．

§3． 定理
［’］ と［5］により，次の定理が示される．
定理. aI=[O, A2(1), A3(1),A2(2), A3(2), ､44(1), A2(3),43(3), A4(2),

A5('), A2(4), …］ とし， αは任意の自然数（α≧2)で, 6は0, 1, 2,…，
α－1のうちの任意の’つとする．任意に’つとった自然数(I(d≧2)に対
して, (Ad(r))において, (d, Qd(J))はスα(/）回現われるものとし，最初
の‘の項の番号を〃α(ﾉ）とおく."(/) とれd(ﾉ)は次の条件を象たすものと
する．

lim(logﾉld(/)) (lflg"d(/))'/2=｡。
／こし函 〃d(J)

そのとぎ， αは超越数であり，
9"=6 (mod")
を象たす〃が無限に多く存在する．
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